













SindorαsumαtrαnαM1Q. (Leguminosae）の爽のMeOHエキス CHCls可溶部から新セスキテルペン 8種
及び trans-clerodane-type新ジテルペン 7種を既知セスキテルペン 9種， trans-clerodane-type既知ジテ





られている Combretumquαdrαngulare KuRz (Combretaceae）の葉のMeOHエキスから，新cycloartane-
typeトリテルペン28種を既知化合物12種と共に単離・構造決定した。その中で，新cycloartane-typeトリテ
ルペンの methylquadrangularates A, I, quadrangularol B，既知フラボンの kamatakenin,5, 7,4' -
trihydroxy-3,3’－dimethoxyflavone, 5,4’－dihydroxy-3, 7,3’－trimethoxyflavone, isokaempferide, vitexin 
が肝細胞保護活性を示した。また， methylquadrangularates B, D, kamatakenin, 5, 7,4' -trihydroxy-3,3’時









物から， isopimarane-type新ジテルペン8種， norstaminane-type新ジテルペン 1種，既知isopimarane-
typeジテルペン 7種，既知 staminane-typeジテルペン 1種を得た。
【ミャンマー産薬用植物Ac，αciαconcinnaWALL.の細胞毒性成分】ミャンマーでシャンプー，育毛布j，皮
膚病等に用いられているAcαciαconcinnα（Leguminosae）の爽は，従来から多数のサボニンを含む事が知ら
れていた。しかしその複雑さのためサポニンの単離に成功した例は無かったが，今回，初めて新サポニン3
種を単離・構造決定し， ιfluorouracilと同程度の活性を示す事を示した。
上記の化合物は，興味深い活性と構造を有し医薬品化学上新知見を供したもの，新規な骨格を有し生合成上
新たな知見を供したもの，同種植物であるにもかかわらず従来知られていたものと異なる成分組成を示し民族
薬学的に興味深いもの等，天然物化学のみに止まらず多方面へ有益な知見を提供し得た。
